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↑フィナーレを飾った一斉放水 

て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
消
防
団
員
の
家
族
や
消
防

活
動
に
理
解
と
協
力
を
い
た

だ
い
た
団
体
に
対
し
て
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

式
典
の
後
、
津
リ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
南
側
で
、
津
消
防
団
今

井
徹
副
団
長
以
下
二
十
三
人

の
木
遣
り
組
に
よ
る
木
遣
り

の
披
露
と
消
防
音
楽
隊
の
演

奏
に
乗
せ
て
、
各
消
防
署
、
市

内
全
域
の
消
防
団
に
よ
る
徒

歩
部
隊
、
車
両
部
隊
な
ど
の
分

列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
お
城
公
園
の
お
堀
西
側

で
、
消
防
団
の
小
型
ポ
ン
プ
と

消
防
署
の
は
し
ご
車
か
ら
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
出
初
式
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。
（
駒
田

竜
司
） 

○
消
防
団
員
な
ど 

約
六
百
五
十
人
が
参
加 

平
成
二
十
二
年
一
月
十
日
、
津
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
西
丸
之
内
）
と
そ
の

周
辺
で
、
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
し

た
。 こ

の
出
初
式
は
、
新
し
い
年
の
初
め

に
、
消
防
装
備
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
等
の
士
気

高
揚
と
市
民
の
皆
様
に
消
防
活
動
な

ど
へ
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。 

出
初
式
は
、
お
城
ホ
ー
ル
で
の
式
典

か
ら
始
ま
り
、
松
田
直
久
市
長
が
式
辞

で
「
火
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
、

市
民
を
守
る
た
め
昼
夜
を
問
わ
ず
活

躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。
消
防
人
と
し
て
の
責
務
を

再
認
識
し
、
二
十
九
万
市
民
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
更
な
る
努
力
と
精

進
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
感
謝
と
激

励
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

式
辞
の
後
、
永
年
消
防
業
務
に
精
励

し
た
消
防
団
員
や
消
防
職
員
に
対
し

↑写真 

↓
木
遣
り
を
披
露 

す
る
木
遣
り
組 

➝
消
防
車
の
分
列
行
進 
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○
貴
重
な
文
化
遺
産
を 

後
世
に
残
そ
う
！ 

 
一
月
二
十
六
日
、
高
田
本
山
専
修

寺
（
一
身
田
町
）
で
文
化
財
防
火
デ

ー
に
伴
う
訓
練
が
、
高
田
本
山
自
衛

消
防
隊
、
一
身
田
地
区
自
治
会
、
一

身
田
自
主
防
災
組
織
、
津
消
防
団
北

部
方
面
隊
の
五
分
団
、
北
消
防
署
な

ど
総
勢
約
百
四
十
人
が
参
加
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
震
度
六
の
大
地
震
で
国

指
定
文
化
財
の
御
影
堂
が
倒
壊
し
、

負
傷
者
が
出
た
ほ
か
、
出
火
、
延
焼

の
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
想
定
で
始
ま

り
ま
し
た
。
消
防
車
が
到
着
す
る
ま

で
の
間
に
は
、
水
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や

消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
敷

地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
屋
外
消
火

栓
や
放
水
銃
を
使
用
し
た
火
災
防
御 

会
、
津
消
防
団
新
町
分
団
、
消
防
防
災

指
導
セ
ン
タ
ー
、
中
消
防
署
西
分
署
な

ど
総
勢
三
十
六
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
通
報
訓
練
、
避
難
誘
導
訓

練
、
初
期
消
火
訓
練
、
防
火
講
話
な
ど

が
雪
ま
じ
り
の
小
雨
の
降
る
中
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
し
た
人
た
ち
は
、「
今
日
体
験

し
た
訓
練
を
生
か
し
て
、
今
後
も
地
域

ぐ
る
み
で
谷
川
士
清
旧
宅
を
守
っ
て

い
き
た
い
。」
と
白
い
息
を
吐
き
な
が

ら
、
一
生
懸
命
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。（
髙
山
博
樹
） 

訓
練
、
重
要
物
品
搬
出
訓
練
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。 

消
防
車
が
到
着
す
る
と
、
一
斉
に

放
水
が
始
ま
り
、
最
後
に
は
し
ご
車

か
ら
も
本
堂
に
向
け
放
水
を
行
い
ま

し
た
。
歴
史
あ
る
郷
土
の
文
化
遺
産

を
後
世
に
残
す
た
め
、
地
域
住
民
、

自
衛
消
防
隊
、
消
防
団
、
消
防
職
員

ま
し
た
。

が
一
体
と
な
り
、
非
常
に
士
気
が
高

く
有
意
義
な
訓
練
と
な
り

（
横
山
博
） 

○
テ
ロ
対
策
合
同
訓
練 

を
実
施 

十
二
月
十
四
日
、
津
伊
倉
津

港
岸
壁
（
雲
出
鋼
管
町
）
に
お

い
て
、
津
港
保
安
委
員
会
が
主

催
す
る
テ
ロ
対
策
合
同
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、
津
港
に
お
け

る
保
安
の
向
上
と
入
国
管
理

の
強
化
を
目
的
に
、
中
消
防
署

南
分
署
の
ほ
か
、
第
四
管
区
海

上
保
安
部
、
津
南
警
察
署
、
名

古
屋
入
国
管
理
局
四
日
市
港

出
張
所
な
ど
、
官
民
十
五
機
関

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
入
国
管
理
局
に
よ

る
臨
検
や
海
上
保
安
部
巡
視

艇
に
よ
る
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の

銃
撃
戦
訓
練
、
津
南
警
察
署
に

よ
る
爆
発
物
処
理
訓
練
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
銃
撃
戦
訓

練
で
は
、
中
消
防
署
南
分
署
救

急
隊
が
消
防
隊
や
海
上
保
安

部
の
職
員
と
協
力
し
、
船
舶
か

ら
負
傷
者
を
救
出
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
消
防
職
員
は
「
慣

れ
な
い
船
上
で
の
活
動
に
悪

戦
苦
闘
し
た
が
、
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
。
」
と
述
べ
て
い
ま 

 旧
宅
（
八

実
施
さ

五
十
六

し
て
、

主
防
災

↑重要物品搬出訓練 

↑消防車による一斉放水 

↑バケツリレーによる初期消火訓練の様子 

○
谷
川
士
清
邸
で
防
火
訓
練

一
月
二
十
六
日
、
谷
川
士
清

町
）
で
、
文
化
財
防
火
訓
練
が

れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
第

回
文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
環
と

津
市
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
津
市

婦
人
防
火
推
進
委
員
、
地
元
自
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○
自
分
た
ち
の
地
域
は 

 
 
 

自
分
た
ち

一
月
十
七
日
、
旭
町
児
童
遊
園

目
）
で
、
旭
町
自
主
防
災
会
に

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

防
災
倉
庫
に
収
納
さ
れ
て

電
機
や
投
光
器
の
作
動
点

 
 

で
守
る （

桜

橋
三
丁

よ
る

し
た
。

い
る
発

検
を
実
施

し
た
ほ
か
、
中
消
防
署
の
職
員
に
よ
る

心
肺
蘇
生
訓
練
や
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に

よ
る
煙
体
験
、
ま
た
津
消
防
団
橋
北
分

し
た
。
（
山
路
光
治
） 

 

催 

合
支発団

し
ま

し
た
。 

山
市
と
の

協
定
」
にリ

ー
ク

で
実
施
し

楠
原
地

区
は

か
ら
二
、

○
香
良
洲
町
で 

防
火
イ
ベ
ン
ト
を
開

二
月
七
日
、
香
良
洲
総

所
駐
車
場
で
、
火
災
予
防
啓

の
一
環
と
し
て
、
中
消
防
署
香

良
洲
分
遣
所
や
香
良
洲
消
防

が
防
火
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

○
亀
山
市
関
消
防
署
と 

合
同
訓
練
を
実
施

一
月
十
四
日
、
津
市
と
亀

「
三
重
県
内
消
防
相
互
応
援

基
づ
く
合
同
訓
練
を
鈴
鹿
カ
ン
ト

ラ
ブ
（
芸
濃
町
楠
原
）

ま
し
た
。 

今
回
実
施
さ
れ
た
芸
濃
町

、
地
形
的
に
関
消
防
署

↑海上保安部職員と連携して負病者の救出

にあたる 

↑煙体験を行う参加者 

↑放水を行う鈴鹿市南消防署の職員 
 

↑訓練終了後、講評を受ける亀山市関消

防署職員と津市北消防署芸濃分署の職員 
 

○
鈴
鹿
市
南
消
防
署
と 

合
同
訓
練
を
実
施 

北
消
防
署
河
芸
分
署
で
は
、
十
二
月

十
七
日
、
岐
阜
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
河
芸
町
東
千
里
）
で
鈴
鹿
市
南

消
防
署
と
「
三
重
県
内
消
防
相
互
応
援

協
定
」
に
基
づ
く
合
同
訓
練
を
実
施
し

で
火
災

鹿
南
消
防
署

う
想
定
で

地
理
状
況
が

線
を
県
内

共

ど
し

と
が
主

ま
し
た
。 

今
回
は
津
市
の
境
界
付
近

が
発
生
し
、
管
轄
外
の
鈴

隊
が
応
援
出
動
す
る
と
い

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
か
ら
な
い
場
所
を
明
確
に
伝
え
る

た
め
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
消
防
無

通
の
周
波
数
に
切
替
え
る
な

て
情
報
を
伝
達
・
共
有
す
る
こ

体
と
な
る
訓
練
で
し
た
。 

坂
井
久
義
北
消
防
署
長
は
「
非
常
に

有
意
義
な
訓
練
で
し
た
。
こ
の
訓
練
で

の
課
題
を
改
善
し
、
今
後
の
現
場
活
動

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。」
と
講
評
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
津
・
鈴
鹿
消
防

の
職
員
同
士
が
意
見
交
換
会
を
実
施

し
、「
今
後
も
住
民
本
位
で
協
力
体
制

の
確
立
に
努
め
て
い
こ
う
」
と
気
持
ち

を
新
た
に
し
ま
し
た
。（
笹
村
晶
紀
） 

 

三
分
程
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
は
関
消
防
署
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
、
境
界

付
近
で
発
生
し
た
災
害
に
は
、
相
互
に

出
動
し
合
う
共
助
体
制
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

訓
練
実
施
後
は
、
地
域
の
方
々
か
ら

信
頼
さ
れ
る
消
防
署
で
あ
る
た
め
に
、

今
後
も
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。（
岡
南
久
治
） 

団
員
に
よ
る
消
火
訓
練
や
応
急

担
架
作
成
・
搬
送
訓
練
、
地
震
体

験
車
や
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
が

あ
り
、
多
く
の
住
民
が
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、「
心
肺
蘇
生
法
や

消
火
器
の
取
扱
い
な
ど
良
い
経

験
が
で
き
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
役
立
て
た
い
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。（
谷
中
毅
） 
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○
津
市
消
防
音
楽
隊
が
ゆ
く
！

消
防
音
楽
隊
は
十
二
月
十
九
日
、

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
三
重

病
院
（
大
里
窪
田
町
）
で
「
ク
リ 

 

ス

○
園
児
が
防
火
パ
レ
ー
ド
で 

火
災
予
防
を
呼
び
か
け 

十
二
月
十
四
日
、

（
久
居
二
ノ
町
）

れ
る
、
の
べ
の
幼
稚

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行

ま
し
た
。 

お
揃
い
の
法
被
姿

の
べ
の
幼
稚
園

の
園
児
で
構
成
さ

園
幼
年
消
防
隊

わ
れ

約
八
十
人
の
幼
年
消
防
隊
員
は
、

で
、
久
居
二
ノ
町 

○
耐
震
性
防
火
水
槽
を
設
置

 

東
海
・
東
南
海
・
南
海

大
規
模
地
震
発
生
時
に

↓
応
援
に
駆
け
付
け
た

サ
ン
タ
と
ト
ナ
カ
イ
と

シ
ロ
モ
チ
く
ん 

↑元気に防火パレードを行うのべの幼稚園児 

↑
演
奏
を
行
う
音
楽
隊 

↑耐震性防火水槽より吸放水訓

練を行う消防職員と消防団員 

↓
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
行

う
香
良
洲
分
遣
所
職
員 

↑
初
期
消
火
訓
練
を
行
う

イ
ベ
ン
ト
参
加
者 

火
災
が
多
く
発
生
す
る
こ
の
時
期

に
実
施
し
て
お
り
、
消
防
職
員
に
よ
る

消
火
器
の
取
扱
い
方
や
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
を
実
施
し
た
ほ
か
、
消
防
団
員
が

餅
を
つ
い
て
子
供
た
ち
に
振
舞
う
な

ど
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。 

 

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
に
目
を
丸
く
し
た
り
、
餅
を
お

い
し
そ
う
に
食
べ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。（
髙
山
義
則
） 

 
周
辺
を
「
♪
戸
締
り
用
心
、
火
の
用

心
」
と
大
き
な
声
で
歌
い
な
が
ら
歩

き
、
沿
道
の
人
達
か
ら
、
手
を
振
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
拍
手
を
も
ら
っ
た

り
し
、
し
っ
か
り
と
火
の
用
心
を
訴

え
て
い
ま
し
た
。
（
田
村
公
一
） 

マ
ス
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。 

今
年
は
い
つ
も
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
加
え
て
シ
ロ
モ
チ
く
ん
が
登
場

し
、
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
、
「
演

歌
メ
ド
レ
ー
」
、
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」

な
ど
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
入
院
患
者

さ
ん
と
全
員
で
「
歌
っ
て
！
」
、
「
笑

っ
て
！
」
、
「
体
を
動
か
し
て
！
」

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら

い
、
単
調
に
な
り
が
ち
な
療
養
生
活

に
少
し
ば
か
り
か
潤
い
を
感
じ
て
い

た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。
い
つ
も
は

多
く
の
患
者
さ
ん
で
溢
れ
て
い
る
病

院
の
外
来
ホ
ー
ル
が
、
ク
リ
ス
マ
ス

ム
ー
ド
一
色
に
な
り
ま
し
た
。
（
横

山
博
） 

速
で
効
果
的
な
消
防
活
動
を
行

う
た
め
、
平
成
二
十
一
年
度
国
庫

補
助
事
業
に
よ
り
、
六
十
ト
ン
級

の
耐
震
性
防
火
水
槽
を
、
ヒ
ル
ズ

ガ
ー
デ
ン
西
公
園
（
戸
木
町
）、

三
泗
公
園
（
野
田
）、
小
山
台
地

公
園
（
一
志
町
小
山
）
に
そ
れ
ぞ

れ
設
置
し
ま
し
た
。 

こ
の
う
ち
、
三
泗
公
園
で
は
、

一
月
十
七
日
に
、
中
消
防
署
西
分

署
、
津
消
防
団
神
戸
分
団
、
地
元

自
治
会
な
ど
三
十
三
人
が
参
加

し
、
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

 

地
震
等
の

お
い
て
、
迅

（
小
坂
健
介
）
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精
神
力
と
強
固
な
体
力
」
で
立
ち
向
か

う
救
助
隊
員
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
い
水
準
で
測
定
を
終
え
ま
し

た
。 こ

の
中
か
ら
「
障
害
突
破
」
訓
練
、

「
引
揚
救
助
」
訓
練
の
二
種
目
計
十
人

の
隊
員
が
選
抜
さ
れ
、
四
月
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
指
導
会
本
番
に
向
け
た
訓
練
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
測
定
会

（
救
助
隊
員
育
成
研
修
）
に
参
加
し
た

す
べ
て
の
若
手
職
員
は
、
今
後
も
「
市

民
の
安
心
・
安
全
を
先
頭
に
立
っ
て

守
る
」
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て

日
々
の
鍛
錬
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
（
平
子
泰
史
） 

○
救
助
隊
員
を
目
指
し
て 

若
手
職
員
が
体
力
測
定
に
挑
戦 

 
二
月
八
、
九
日
、
久
居
消
防
署
で
第

三
十
九
回
消
防
救
助
技
術
東
海
地
区

指
導
会
（
平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
に

三
重
県
消
防
学
校
で
開
催
予
定
）
に
出

場
す
る
指
導
会
隊
員
の
選
抜
体
力
測

定
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
救
助
隊
員
育
成
研
修
の
一

環
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
津
市
消
防
の
救

助
隊
員
を
目
指
す
若
手
職
員
十
五
人

が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
体
力
錬
成
及
び

精
神
鍛
錬
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

測
定
種
目
は
、
自
力
で
ロ
ー
プ
（
十

五
メ
ー
ト
ル
）
を
登
る
も
の
や
、
持
久

走
（
千
五
百
メ
ー
ト
ル
）
を
は
じ
め
と

す
る
計
五
種
目
で
、
い
ず
れ
の
隊
員
も

過
酷
な
災
害
現
場
に
お
い
て
、「
強
い 

○
予
防
査
察
業
務
研
修
を
開
催 

 

第
一
回
予
防
査
察
業
務
（
立
入
検

査
）
研
修
を
一
月
十
五
日
に
消
防
本
部

三
階
研
修
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
は
、
日
ご
ろ
の
予
防
査
察

業
務
で
必
要
と
な
る
立
入
検
査
で
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
法
令
の
解
説
や
消
防
用

設
備
等
の
基
準
や
機
能
を
学
ぶ
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
一
回
の
研
修
で
は
、
「
防
火
管

理
・
防
災
管
理
」
に
つ
い
て
の
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
各
消
防
署

の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
多
く
の

職
員
が
集
ま
り
、
予
防
課
職
員
の
講
習

を
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。
（
笠
井

敦
史
） 

 
 
 
 

↑
十
五
メ
ー
ト
ル
の

ロ
ー
プ
自
力
登
は
ん 

↓
限
界
ま
で
の 

腕
立
て
伏
せ 

持
久
走 

↑真剣に講義を聴く予防研修参加者 

し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
両
火
災

に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 
 

意
見
交
換
会
に
は
、
現
場
活
動

を
行
っ
た
三
重
県
警
察
本
部
交
通

部
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
、
中
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
津
保
全
・

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
、

非
常
に
危
険
な
環
境
で
あ
る
高
速

道
路
で
の
活
動
に
お
い
て
の
注
意

点
や
、
三
機
関
が
連
携
し
て
被
害

を
最
小
限
に
抑
止
し
、
短
時
間
で

活
動
で
き
る
た
め
の
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

今
後
、
消
防
が
活
動
す
る
に
あ

た
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
ア
ド
バ

イ
ス
も
あ
り
、
関
係
機
関
が
一
つ

に
ま
と
ま
っ
た
有
意
義
な
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。
（
加
藤
修

治
） 

 

↓
一
分
間
の
上
体
お
こ

し 

↑
千
五
百
メ
ー
ト
ル

↑意見交換を行う参加者 

○
高
速
道
路
に
お
け
る
災
害
の 

意
見
交
換
会
を
開
催 

一
月
二
十
二
日
、
芸
濃
総
合
支
所
に

お
い
て
昨
年
、
伊
勢
自
動
車
道
で
発
生
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○
津
市
消
防
本
部
の
組
織
、
各
消
防
署
の
管
轄
が
変
わ
り
ま
す
。 

 

災
害
の
多
様
化
に
的
確
に
対
応
し
、
質
の
高
い
確
実
な
業
務
運
用
を
行
う

た
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
消
防
本
部
の
組
織
の
変
更
を
行
い

ま
す
。
ま
た
各
消
防
署
の
管
轄
す
る
地
域
も
変
わ
り
ま
す
。 

 
 

○
初
期
消
火
で
感
謝
状 

 

二
月
三
日
、
白
山
消
防
署
で
、

美
杉
町
で
発
生
し
た
建
物
火
災

で
初
期
消
火
に
成
功
し
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
た
庄
賀
久

さ
ん
（
美
杉
町
在
住
）
に
対
し
て
、

長
谷
川
雄
一
署
長
か
ら
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

庄
さ
ん
は
、
昨
年
十
二
月
十
三

日
午
前
九
時
ご
ろ
、
隣
家
の
窓
か

ら
煙
が
出
て
い
る
の
に
気
付
き
、

す
ぐ
に
駆
け
付
け
、
毛
布
を
池
の

水
に
含
ま
せ
る
と
燃
え
上
が
る

ス
ト
ー
ブ
に
か
ぶ
せ
て
、
初
期
消

火
に
成
功
し
ま
し
た
。 

百
貨
店
に
勤
務
し
て
い
た
こ

と
の
あ
る
庄
さ
ん
は
、
年
に
数
回

防
火
訓
練
を
実
施
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
「
訓
練
が
役
に
立
ち

ま
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

（
高
橋
直
通
） 

 

↑白山消防署で行われた感謝状贈呈式 

 

総務担当・消防団担当・経理担当 消 防 総 務 課 

企画調整室 企画調整担当 津市消防防災指導センター 

予  防  課 予防担当・危険物担当・設備指導担当 

消防担当・救助担当 消  防  課 

救急対策室 救急救命担当 

消

防

本

部 

通 信 指 令 課 情報管理担当・通信指令担当 

庶務予防担当・消防担当 津市中消防署 

 西 分 署 

 安濃分遣所  

庶務予防担当・消防担当 津市北消防署 

 河 芸 分 署 

 芸 濃 分 署 
 

庶務予防担当・消防担当 津市久居消防署 

 南 分 署 

 榊原分遣所 

 美里分遣所 

 香良洲分遣所 

 

庶務予防担当・消防担当 

消 

 

 

防 

 

 

署 

津市白山消防署 

 一 志 分 署 

 美 杉 分 署 
 

○
連
携
プ
レ
ー
で
女
性
救
出 

 

二
月
十
日
、
北
消
防
署
は
、

白
塚
町
で
発
生
し
た
建
物
火
災

で
老
人
女
性
を
救
出
し
、
火
を

消
し
止
め
た
三
人
に
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
の
は
森
下
勇
さ
ん
（
白

塚
町
在
住
）
、
妻
の
す
ゑ
子
さ

ん
、
長
男
の
薫
さ
ん
の
一
家
三

人
。 一

月
二
十
三
日
の
朝
、
す
ゑ

子
さ
ん
が
ご
み
を
出
す
た
め
外

に
出
る
と
、
隣
の
家
か
ら
炎
が

見
え
た
た
め
自
宅
に
戻
り
、
勇

さ
ん
が
一
一
九
番
通
報
、
薫
さ

ん
が
女
性
を
抱
え
て
救
出
し
ま

し
た
。
そ
の
後
鍋
に
水
を
入
れ

て
リ
レ
ー
し
、
火
を
消
し
止
め

た
も
の
で
す
。
贈
呈
式
で
勇
さ

ん
は
「
消
火
す
る
こ
と
を
一
番

に
考
え
て
行
動
し
た
。
ぼ
や
で

済
ん
で
よ
か
っ
た
。
」
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。
（
高
橋
直
通
） 

 

↑感謝状を受け取った森下勇さんと 
妻のすゑ子さん 
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火災区分 平成２１年 平成２０年 増減 

出火件数 109 126 ▲ 17 

建物 55 65 ▲ 10 

林野 10 5 5 

車両 12 15 ▲ 3 

船舶 0 0 0 

火
災
種
別(

件
）

その他 32 41 ▲ 9 

 

死者（人） 6 6 0 

負傷者（人） 13 11 2 

救急区分 平成２１年 平成２０年 増減

出場件数 11,572 11,289 283 

搬送件数 10,693 10,524 169 

不搬送件数 879 765 114 

搬送人員 10,925 10,748 177 

火  災 15 19 ▲ 4

自然災害 1 0 1 

水  難 9 11 ▲ 2

交  通 1,357 1,344 13 

労働災害 99 114 ▲ 15

運動競技 52 72 ▲ 20

一般負傷 1,744 1,664 80 

加  害 81 74 7 

自損行為 171 137 34 

急  病 6,997 6,905 92 

事
故
種
別
（
件
） 

その他 1,046 949 97 

救助区分 平成２１年 平成２０年 増減

出動件数 157 139 18 

活動件数 81 87 ▲ 6

救助人員 81 82 ▲ 1

火  災 3 9 ▲ 6

交通事故 98 79 19 

                               

                              

                           

                              

２２２１１１年年年中中中ののの災災災害害害件件件数数数ののの概概概況況況   

水難事故 8 10 ▲ 2

風水害等自然事故 4 0 4 

機械による事故 3 4 ▲ 1

建物等による事故 10 8 2 

ガス及び酸欠事故 4 1 3 

破裂事故 0 0 0 

事
故
種
別(

件
）

故 27 28 ▲ 1

 

その他の事

   

○
火
災 

 

平
成
二
十
一
年
中
に
発
生
し
た

建
物
火
災
は
五
十
五
件
で
、
そ
の

う
ち
住
宅
火
災
は
三
十
五
件
で
し

た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
住
宅

火
災
で
三
人
、
車
両
火
災
で
二
人
、

そ
の
他
の
火
災
で
は
一
人
で
し

た
。
建
物
火
災
に
お
け
る
主
な
火

災
原
因
は
、
「
こ
ん
ろ
」
が
十
二

件
、
次
い
で
「
放
火
・
放
火
の
疑

い
」
の
七
件
で
し
た
。 

○
救
急 
 

平
成
二
十
一
年
中
の
救
急
出
場
件
数
は
一
万

一
，
五
七
二
件
で
、
前
年
に
比
べ
二
八
三
件
の

増
加
と
な
り
、
過
去
最
高
の
出
場
件
数
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
と
比
較
し
、
急
病
、
一
般
負
傷

の
出
場
件
数
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

事
故
種
別
で
み
る
と
、
急
病
が
六
，
九
九
七

件
で
最
も
多
く
、
次
い
で
一
般
負
傷
の
一
，
七

四
四
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
搬
送
人
員

は
一
万
，
九
二
五
人
で
前
年
に
比
べ
一
七
七
人

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

○
救
助 

 

平
成
二
十
一
年
中
の
救
助
出
動
件

数
は
一
五
七
件
で
、
前
年
に
比
べ
十

八
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

 

事
故
種
別
で
み
る
と
、
最
も
多
い

の
が
交
通
事
故
の
九
八
件
で
全
体
の

六
二
．
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
救
助
人
員
は
八
十
一
人
で

し
た
。 
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☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
三
月
二
十
六
日
（
金
） 

 

河
芸
分
署
移
転
内
覧
会
（
河
芸
分 

署
） 

 

◆
四
月
九
日
（
金
） 

 

消
防
職
員
意
見
発
表
会
三
重
県
大

会
（
三
重
県
熊
野
市
） 

 
 ◆

四
月
十
六
日
（
金
） 

 

消
防
職
員
意
見
発
表
会
東
海
大
会 

（
愛
知
県
常
滑
市
） 

 

◆
五
月
二
十
一
日
（
金
） 

消
防
職
員
意
見
発
表
会
（
千
葉
県
千

葉
市
） 

 

○
編
集
後
記 

昨
年
一
月
十
五
日
に
、
乗
客

百
十
五
人
を
乗
せ
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
離
陸
し
た
旅
客
機
は
、

エ
ン
ジ
ン
が
停
止
す
る
と
い

う
ト
ラ
ブ
ル
に
み
ま
わ
れ
、
ハ

ド
ソ
ン
川
に
緊
急
不
時
着
し

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
一
人
も

犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
「
ハ
ド
ソ
ン
川
の
奇

跡
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
と
き
の

機
長
チ
ェ
ズ
レ
イ
・
サ
レ
ン
バ

ー
ガ
ー
は
英
雄
と
し
て
賞
賛

さ
れ
ま
し
た
。
の
ち
に
チ
ェ
ズ

レ
イ
機
長
は
「
訓
練
し
て
き
た

こ
と
を
や
っ
た
だ
け
。
」
と
さ

ら
り
と
言
っ
て
の
け
ま
し
た
。 

一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い

か
の
こ
と
に
備
え
、
一
生
懸
命

訓
練
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
大

地
震
や
火
災
は
同
じ
く
、
一
生

に
一
度
遭
遇
す
る
か
ど
う
か

の
災
害
で
す
。
そ
の
と
き
に
冷

静
に
判
断
し
動
け
る
か
は
、
い

か
に
普
段
か
ら
訓
練
が
で
き

て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
避
難
訓
練
や
消

火
器
の
取
扱
い
を
も
う
一
度

確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。（
高
橋
直
通
） 
～～平平成成２２２２年年２２月月ままででのの災災害害～～  

火火  災災      1166 件件（（66 件件））  

救救  急急      11114488 件件（（11004411 件件））  

救救  助助      1133 件件（（1133 件件））  
          （（））内内はは前前年年同同期期  

ごご家家庭庭にに住住宅宅火火災災警警報報器器をを設設置置

ししままししょょうう！！  
消消防防法法のの一一部部改改正正及及びび火火災災予予防防条条

例例のの改改正正にによよりり、、平平成成 2200 年年 66 月月かからら

住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの設設置置がが義義務務付付けけ

らられれままししたた。。  

↓
二
月
二
日
に
久
居

地
内
で
発
生
し
た
建

物
火
災 

↑中消防署に配置された泡

圧縮吐出装置積載車 

↑
北
消
防
署
に
配
置
さ
れ

た
指
揮
車 

↓
中
消
防
署
に
配
置
さ
れ

た
資
機
材
搬
送
車 

☆ 

音
楽
隊
派
遣
演
奏
予
定 

☆ 

◆
三
月
十
四
日
（
日
） 

・
三
重
県
消
防
大
会
（
三
重
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
） 

○
熱
い
思
い
を
伝
え
る 

 

二
月
二
十
三
日
、
消
防
職
員
の
意

見
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
消

防
署
か
ら
選
出
さ
れ
た
十
二
人
の
消

防
士
は
、
目
標
と
す
る
消
防
士
像
や

日
ご
ろ
の
経
験
か
ら
命
を
救
う
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど

様
々
な
熱
い
思
い
を
発
表
し
ま
し

た
。 最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
中

消
防
署
南
分
署
の
久
保
田
芳
史
消
防

士
で
「
命
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
久
保

田
消
防
士
は
四
月
九
日
に
熊
野
市
で

開
催
さ
れ
る
三
重
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
そ
の
他
の
受
賞
者
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。 

▼
優
秀
賞 

椿
麻
衣
（
久
居
消
防

署
） ▼

努
力
賞 

山
岡
卓
巳
消
防
士

（
北
消
防
署
河
芸
分
署
）
山
本
文
章

（
久
居
消
防
署
一
志
分
署
） 

↑最優秀賞を受賞した久保田消防士 

↑
一
月
十
五
日
、
非
常

招
集
訓
練
及
び
災
害

対
策
本
部
設
置
訓
練 


